


Ⅰ研究目的 

近年、思春期の中学生や高校生の生活指導に関する諸問題は、単に教育の分野だけではな

く、社会全体の重要な課題として論じられている。これらの課題の背景には最近の複雑な

社会情勢を含む環境条件の変化を始め、多くの要因がみられるが、それらの要因は健康・

安全の視点から検討すべきものが多いと思われる。具体的に述べれば、急激な心身の成長

・発達の過程における健康上の課題とりわけ心の健康のゆがみや問題行動など、性意識の

変化に伴う性行動上の諸問題、さらにオートバイによる事故や暴走の問題など、思春期に

みられる健康・安全の諸問題は、きわめて多彩といわざるを得ない。 

このような多くの諸問題の解決を図るためには思春期児童生徒の心身の健康状態を総合的

に把握して、思春期の保健問題を地域保健および学校保健の接点としてとらえなおす心要

があると思われる。そして、思春期保健の諸問題が母子保健システムのなかでどのように

扱われるべきかを検討しなけれはならない。関係する諸分野の人びとの協力にもとづく総

合的なアプローチが必要なのである。しかし、従来、思春期問題は教育面からとり扱われ

ることが多く、保健シスナムのなかで扱われることは少なかったといってよい。 

そこで、本研究では、まず最初に、思春期における保健問題の実態把握を行い、ついで、

これらの問題に対応するための思春期保健システムを検討し、その試験的適用についての

評価を行ったうえで、母子保健システムの充実を目途とした望ましい思春期保健システム

の確立に関する提言を作成したいと考えている。 

なお、以上の研究内容は一応3年間にわたる研究計画のうえに成り立ちうるものであり、

初年度の研究目的は、思春期における保健問題の実態把握に集約させた。 


